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ビジネス第2部

第 3 章   コンテンツ販 売

低価格化とサブスクリプション型の登場
低迷する音楽配信に打開策はあるのか

音楽配信

低迷する音楽業界

国際レコード産業連盟（IFPI）の報告

によると、2001年の全世界のレコードの

売上高は5％減少し、337億ドルになった

という。日本でも1998年をピークに3年

連続の前年割れとなっており、景気の悪

化はレコード産業においても深刻な状況

にある。IFPIによると、CD-Rやインター

ネットによる違法コピーが横行しており、

レコード売り上げに大きな打撃を与えた

としている。日本の音楽業界でもそのよ

うな見方が支配的となっており、コピー

制御機能を搭載したCDの発売やファイ

ル交換サービスを提供している日本MMO

を提訴するなど、音楽業界は違法デジタ

ルコピーの撲滅に躍起になっている。

違法コピーの氾濫を防止するために守

勢に回らざるを得ない音楽業界ではある

が、それだけでは深刻な不況から脱出で

きるはずもない。音楽配信ビジネスの成

否が今後の産業の発展を大きく左右する

現状では、音楽配信の優れたビジネスモ

デルの構築が求められているのである。

音楽配信の現状

日本の音楽配信についていえば、イン

ターネット、KIOSK型端末、携帯電話

等、新しいメディアを使った音楽配信サ

ービスが次々と展開されてきたが、残念

ながらビジネスとしてはいまだ発展途上に

あると言わざるを得ない。

国内においては、エイベックスが音楽

配信サービス「＠MUSIC」の価格を

2002年4月1日より順次1曲200円に値下

げしていくと発表したことが注目に値す

る（従来はインターネットと携帯電話向

けが350円、KIOSK端末向けが400円）。

音楽配信のサービス価格はパッケージに

比べて高すぎると批判を浴びてきたとこ

ろであるが、今回のエイベックスの価格

施策は従来の価格に不満をもっていた多

くのユーザーに歓迎されるだろう。他社

の追随を期待すると共に、今後の売り上

げ動向に注目していきたい。

国内においては大きなニュースがなかっ

た音楽配信ビジネスであるが、海外、特

にアメリカではかなり活発に様々なサービ

スが展開されている。

まず特筆すべきは、アメリカのミュージ

ックマッチ社 のストリーミング・

ラジオ・サービス「ラジオMX」である。

ラジオMXのサービスでは、ユーザーが特

定の曲を選んだり、演奏の順番を決めた

りすることはできないが、好みの音楽ジャ

ンルとミュージシャンを選ぶことができ、

それがランダムな順番で演奏される。自

らが積極的に楽曲を検索し、ダウンロー

ドするようなタイプではない、受動的なユ

ーザーにはまさにうってつけのサービスと

言えよう。すでに登録会員数は10万人を

超えたそうだ。

サブスクリプション型サービスにも期待

が集まっている。サブスクリプション型サ

ービスとは、1か月、1年といった一定期

間ごとに料金を設定し、その間、一定の

範囲で自由に音楽を利用できるサービス

形態である。2001年12月、大手レコー

ド会社が共同出資するミュージックネッ

ト とプレスプレイ が正式

にサービスを開始した。ミュージックネッ

トの場合、月額9.95ドルで7万8000曲の

中からストリーミングとダウンロードでそ

れぞれ100回利用できる。月額10ドル足

らずの価格で音楽を楽しめるわけだが、

登録したパソコンでの利用に限られるな

ど、制約も多い。プレスプレイは、ダウ

ンロードやストリーミングの回数によって

価格体系が4段階（月額9.95ドル〜24.95

ドル）に分かれており、利用条件もバリ

エーションに富んでいる。ユーザーの選択

肢が多いだけ、こちらに分がありそうだ。

リアルネットワークス社が月額10ドル
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で提供するオンライン会員制の音楽配信

サービス「リアルワン・ミュージック」

（2001年12月サービス開始）にも注目し

たい。このサービスは、ワーナーミュージ

ック、EMI、BMGが提供する楽曲の中

から毎月ダウンロードとストリーミングで

それぞれ100曲まで利用することができる

というもので、順調に会員数が増えてい

るようだ。

音楽配信の将来性

日本ではエイベックスによるコンテンツ

の料金設定の見直しが行われ、アメリカ

では定額制サービス（サブスクリプション

型サービス）が本格的に開始された。昨

年度版の本稿で指摘した問題点は徐々に

解決されつつある。

しかしながら、日本のレコード業界は

いまだに音楽配信をパッケージの延長と

位置づけている点については疑問である。

そもそもインターネットという新しいメデ

ィアには限りない可能性が秘められてお

り、既成概念で捉えてはならない。ミュ

ージックマッチ社のラジオMXのように、

新たなビジネスモデルの構築によって、活

路が開けることは大いにあり得る。それ

にはまずユーザーのニーズを正確に読み取

る力が必要である。今後は音楽配信ビジ

ネスにおけるマーケティングの活用が重要

な課題となってくるであろう。

（安藤和宏　株式会社セプティマ・レイ　桜美林大学

非常勤講師）
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